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　若さを保つための物質として，女性
ホルモンの存在は古くから知られてい
た。女性ホルモンには，卵巣から産生
される性ステロイドホルモンであるエ
ストロゲンとプロゲステロンの２つが
あるが，それぞれ総称されているもの
であり，単独の化学構造物質ではない。
エストロゲンと称されるものには，天
然型のエストロン，エストラジオール，
エストリオールのほかに，エストロゲ
ン様物質として植物から生成されるも
のや，環境ホルモンと呼ばれるエスト
ロゲンと似た作用を発揮する物質など
も多数同定されている。プロゲステロ

はじめに
ンも同様で，プロゲステロン作用をも
つ物質をプロゲスチンと呼ぶが，現在
では200種類以上に及ぶプロゲスチン
が同定されている。
　エストロゲンとプロゲステロンは，
月経周期や妊娠において双方のバラン
スが重要なホルモンであるが，プロゲ
ステロンは女性としてのフェノタイプ
の獲得に必ずしも必要ではない。言い
換えると，「女性らしさ」はエストロ
ゲンが主役，「妊娠成立・維持による
種の保存」はプロゲステロンが主役で
ある。アンチエイジングの作用として
は，やはりエストロゲンがその中心と
考えられ，更年期障害の治療はもちろ
ん，閉経後の心血管系疾患予防，骨粗
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　Since estrogen was discovered in 1923, it has been administered to women in 
various ways. Although Women’s Health Initiative (WHI) · Million Women Study made 
the negative image of hormone replacement therapy (HRT), it is becoming possible to 
make HRT more safely by devising methods of administration of estrogen preparations 
such as timing theory and gap time theory. It is certain that HRT can expect a wide 
variety of eff ects throughout the body. But, we should consider the risk (breast cancer, 
thrombosis, etc.) and benefi t carefully.
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